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Ｒの友地区代表委員

次年度副幹事

東京田無ＲＣ

東京東ＲＣ

東京ベイＲＣ

東京北ＲＣ

吉 田 建 二

小 林 渉

林 茂 男

横 山 武 志
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芝 久 雄
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坂田次年度地区幹事

幹事部門司会担当

小林光夫君 岩邉利久君 畠山信弘君



　私たちの人生には、いつか終わりが訪れます。

しかも、終わりは思ったより早く来るものです。

この限られた人生をどのように過ごしたらいい

のでしょうか。世界が良い場所となるよう、人

のために何かしますか。それとも、インドの著

名な詩人、ラビンドラナート・タゴールの言葉

のように、「楽器の弦の張替えばかりしていて、

肝心な歌を歌わずに」毎日を過ごしますか。

　ロータリーの栄光は、まさにその「歌を歌う」

道を見つける手助けをしてくれることにありま

す。

人生で本当に大切なことに目を向け、私たち自

身が世界への贈り物となる方法を見つけること

で、より充実した意義ある人生を送れるよう、

私たちを導いてくれるのです。

　友人に何を求めるかを考えると、ほとんどの

人は、高潔性、信頼性、思いやり、相性を挙げ

るでしょう。私たちが求める友人とは、必ずし

も自分と似通った人ではなく、自分にないもの

を持っている人、自分のいいところを引き出し

てくれる人です。私は、ロータリーがその特徴

を備えていると思います。

　ロータリーは、私たちの資質を引き出し、そ

れを人生で生かす道を見つけてくれます。

　私たちは往々にして、あまり意味のないこと

に捕らわれて毎日を過ごし、物を手に入れるた

めに身をやつします。しかし、私たちがこの世

を去った後、人が思い起こすのは、私たちが生

前乗っていた車でも、着ていた服でも、肩書き

でも、役職でもありません。より大きな資産や、

より高い地位を得ようと払った努力のことでも

ありません。

　結局のところ、私たちの人生の価値は、どれ

ほど得たかではなく、どれほど与えたかによっ

て判断されるのです。ですから、苦しんでいる

人から目を背けずに、その苦しみを和らげてあ

げましょう。同情の言葉をかけるだけでなく、

実際に何かしてあげましょう。社会から享受す

るだけでなく、社会に貢献しましょう。

　2015-16 年度の私たちのテーマは「世界への

プレゼントになろう」です。

　地位や身の上にかかわらず、才能、知識、能

力、努力、そして献身と熱意など、誰でも与え

ることのできる何かをもっているはずです。私

たちは、ロータリーを通じて、これらを世界に

プレゼントすることで、誰かの人生に、そして

世界に、真の変化を起こすことができるはずで

す。

　「人は手を閉じて生まれ、手を開いて世を去

る」、また「己の才能は、天から授かったもの」

と言われます。ですから私たちは、その授かり

ものをお返しするのです。

　私たちは皆、この世に生まれ、何でもつかみ

取ろうとしますが、この世を去るときにはすべ

てを残していきます。ロータリーを通じて私た

ちは、いつまでも続く、本物の何かを残すこと

ができるでしょう。

　私たちに与えられた時間は今です。この機会

は二度と訪れるものではありません。

「世界へのプレゼントになろう」

2015-16 年度国際ロータリー会長

K. R.“ラビ”ラビンドラン

　本日は、次年度に向けての地区研修協議会に

ご参加賜り、心より感謝申し上げます。　　　

　地区研修協議会は、ＲＩ細則第 15 条に基づき

ガバナー主導によりロータリークラブの次年度

指導者たる役員が、次年度に向けた役割に備え

るためのセミナーです。既に地区チーム研修セ

ミナー、ＰＥＴＳも終了し、各クラブ会長、役

員がその役割と責務を遂行するための研鑽をす

る非常に重要な会議です。　　　　　　　

　2015-16 年度Ｋ．Ｒ．ラビンドランＲＩ会長

テーマは「世界へのプレゼントになろう」です。

その主旨は“私たちはロータリアンが持ってい

るモノで、苦しんでいる人々の苦しみを和らげ、

何かをしてあげよう。言葉だけでなく、社会に

貢献しよう。社会から享受するだけでなく、社

会に貢献しよう”というものです。　　　　　

　“ロータリアンは、ワールドクラス（世界の

一流）のリーダーシップを発揮しよう”とも云っ

ております。さらにラビ会長は、会員増強・ロー

タリー財団支援（2018 年ポリオ撲滅完遂）は

勿論のこと、中核的価値観に基づく戦略計画の

確立を打ち出しました。　　　　　　　　　

これは、クラブサポート強化、或いは人道的奉

仕の重点化と増加、更に公共イメージと社会に

おけるロータリー認知度向上を唱えるもので

す。つまりロータリークラブとは何か、他の非

営利団体とどのように違うか、を社会に伝える

ことで、ロータリークラブに参加を呼び掛ける

意義を示しています。　　　　　　　　　　　

　一方、ロータリー・リソースの活用を全会員

に促しています。各クラブが、地域リーダー

（ロータリーコーディネーター、Ｒ財団地域コー

ディネーター、公共イメージコーディネーター

等）・プログラム（青少年交換、インターアクト、

ローターアクト、ＲＹＬＡ、米山奨学生等）・オ

ンラインツール（My Rotary、ブランドリソー

スセンター、ロータリークラブ・セントラル、

ロータリーボイス、ロータリー・ショウケース

等）を常用し活用することを促しているのです。

以上、このテーマに沿ってどうか各クラブは、

会長を中心にしてロータリー活動を活性化して

下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本日の地区研修協議会では会長幹事部門を

分離し、それぞれのセッションで研修して頂き

ます。９部門での研修が出席者にとり、実のあ

るものとなります事を期待し確信しております。

　終わりに、本日の地区研修協議会のホストを

周到な準備期間を経て全力を傾けて下さった東

京本郷ロータリークラブの会員の皆様に心より

感謝を申し上げ、ご挨拶と致します。　　　　

「世界へのプレゼントになろう」

国際ロータリー
第２５８０地区

ガバナーエレクト

鈴 木  喬

東京江北ＲＣ次年度地区役員

地区研修協議会ご挨拶

ガバナー
地区幹事

地区副幹事

地区副幹事

地区副幹事

地区副幹事

担当：全般

担当委員会：Ｒ財団委員会／担当行事：地区大会

担当委員会：職業奉仕委員会／担当行事：ガバナー月信

担当委員会：特別委員会／担当行事：地区研修協議会

担当委員会：米山奨学委員会／担当行事：地区連絡会

鈴 木 喬
坂 田 修 一

海老沼孝二

原 田 寛

小 林 光 夫

芝 久 雄



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 概要 国際ロータリー細則＞第 15 条 地区＞15.020 地区研修・協議会  

多地区合同で開催することもできる地区研修・協議会は、必要な技能、知識および意欲

を持つロータリークラブの指導者を育成し、会員基盤を維持、および（または）増強し、

それぞれの地域社会をはじめ他の国の地域社会のニーズを取り上げたプロジェクトを実

施して成功させ、プログラムへの参加と資金寄付を通じてロータリー財団を支援するた

めに、なるべく３月、４月、５月のいずれかの月に、毎年開催されるものとする。ガバ

ナーエレクトが地区研修・協議会に対し責任を持つものとする。地区研修・協議会は、

ガバナーエレクトの指示および監督の下に、計画、実施されるものとする。特別な事情

があれば理事会は、ここに定める時期以外に地区研修・協議会を開催することを認可で

きる。地区研修・協議会に出席を要請されるのは、次期クラブ会長と次年度に重要な指

導者の役割を務めるために次期会長により指名されたクラブの役員である。  

（2013 年手続要覧 229 より）  

● ＲＩが推奨する研修会の基本情報  
 

■研修会名／ 地区研修・協議会  

■招 集 者／ ガバナーエレクト （2014-15 年度ガバナーエレクト 鈴木喬） 

■企 画 者／ 地区研修委員会  

■開催時期／ 3 月、4 月、5 月のいずれか。 ＰＥＴＳ（会長エレクト研修セミナー）以降  

● 2014-15 年度の地区研修・協議会 
 

■日 時 ／ 2015 年４月８日（水）  
登録開始    13：00  

本会議（一部） 13：30～14：30  

部門別会議   14：45～16：15 

本会議（二部） 16：30～18：00  

懇 親 会    18：10～19：30  

■場  所 ／ ハイアットリージェンシー東京  

■ホスト ／ 東京本郷ロータリークラブ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出席対象者クラブ役員■              

2015-16 年度 

会 長…戸塚誠一郎君 

幹 事…張 替 俊 光君 

クラブ奉仕委員長…吉 田 正 行君 

職業奉仕委員長…谷 中 義 雄君 

社会奉仕委員長…矢 島 寛君 

国際奉仕委員長…追 分 義 郎君(代理) 

青少年奉仕委員長…今 井 太 郎君 

Ｒ 財 団 委 員 長…谷 茂 岡 昭君 

米山奨学委員長…濱 中 厚 生君(代理) 

 

  

会 長 部 門 

幹 事 部 門 

クラブ奉仕部門 

職 業 奉 仕 部 門 

社 会 奉 仕 部 門 

国 際 奉 仕 部 門 

青少年奉仕部門 

ロータリー財団部門 

米 山 奨 学 部 門 

ロータリーは、単年度が原則です。毎年 7月には、国際ロータリーも、地区も、そしてクラブも、

すべての役員が交替します。 
 

ガバナーエレクトが、国際協議会の研修を終え帰国すると、今度はクラブの次年度役員の研修が

始まります。これらの研修会は、「ＰＥＴＳ」「地区研修・協議会」と一般に呼ばれています。

大切なことは、ＰＥＴＳも地区研修・協議会も、次年度クラブ会長になる人の参加が義務づけら

れていることです。もし、出席しなければ、その人はクラブ会長に就任することができません。

このシステムは、ちょうど、ガバナーエレクトが国際協議会に出席しないと、次年度ガバナーに

はなれない、というのと同じであることに、セミナーの重要性が表れています。 
 

ロータリーでは、会長以下各担当者が、ＲＩ、地区、クラブにおいて、基本的に毎年替わります。

人は毎年替わっても、ロータリーの基本的な考え方は変わるものではありません。また、活動の

中には単年度ではなく、何年もかけて完成するものもあります。しかし、いずれの活動も人から

人への手渡しで、バトンタッチされていくものです。 
 

新しい年度にクラブを指導する人々が、ロータリーの基本、ならびに新年度のＲＩ会長やガバナ

ーの方針をよく理解し、それを各クラブに持ち帰って、クラブの仲間たちに伝え、共有する。さ

らに、各クラブの事情も考えながら活動に結びつけていく。出席者は大切なその橋渡し役です。 

ＰＥＴＳや地区研修・協議会は、単なる研修会ではありません。ロータリーの奉仕のプロジェク

トについて、新しい考えを入れながら、永遠に続く継続性をもたせるために行われる大切な会合

なのです。 

■出席対象者地区役員･委員■ 

2015-16 年度 

ガ バ ナ ー…鈴 木 喬君 

地 区 幹 事…坂 田 修 一君 

地 区 副 幹 事…海老沼孝二君 

地 区 副 幹 事…原 田 寛君 

地 区 副 幹 事…小 林 光 夫君 

地 区 副 幹 事…芝 久 雄君 

地区ｲﾝﾀｰｱｸﾄ委員長…畠 山 信 弘君 

地区青少年交換委員…羅 山 能 弘君 

地区補助金委員長…守 屋 裕 之君 

地区米山奨学委員…ベルマンピーター君 

2015 年 4 月  

地区研修・協議会 
 

© ロータリーの友 

国際協議会(アメリカ･サンディエゴ) © Rotary International 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
何が行われているのか 

 協議会は、ガバナーエレクトに、次年度のロータリーのプログラムなどの各種情報を提供する本会議、

グループ討論、特別奉仕会議などで構成され、かなりのハードスケジュールです。 

 協議会で具体的に行われることは、①ＲＩ会長エレクトが発表した、次年度ＲＩのテーマとＲＩの新

プログラムの説明と実施モデル、②ガバナーがＲＩの継続中のプログラムと活動を実施する効果的な方

法、③クラブと地区の指導者に情報を与え、訓練し、意欲を与える実際的技術の指導、などといえるで

しょう。ここで参加者に配られる資料類は、ＲＩによって出版され、印刷されたものに限定されていま

す。使用されている言語は、英語・フランス語・日本語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語です。本

会議には同時通訳が提供されています。 

 また、配偶者の会議（Spouse Sessions）として、配偶者自身の参加する活動的プログラムが含まれ

ています。これは、ロータリー情報プログラムと、意欲を高めるような本会議と、討論の会議で構成さ

れています。 

 

国際協議会のもうひとつの顔 

 そんな緊張を和らげるような、楽しい親睦行事も行われます。協議会は、世界中のガバナーエレクト

が一堂に会する状況をつくりだすことによって、彼らを励まし、意欲を喚起してもらうために開催され

る、といった意味合いも含んでいるからです。 

 親睦行事の中には、毎年恒例の国際祭りの夕べがあります。自国の文化芸能を紹介するかたちのもの

で、このイベントでは、ガバナーエレクトとその配偶者たちが、練習を積んだ小喜劇や舞踊、合唱など

を各国の民族衣装に身を包んだりして工夫を凝らし、繰り広げています。 

 

 

 

 

 

● 目 的 ガバナー補佐と地区委員会リーダーが、役割と責務について学び、地区リーダーシ 

    ップチームとともに、地区目標および地区リーダーシップ・プランの設定にあたる。 

● 招集者 ガバナーエレクト 

● 企画者 地区研修委員会 

 

● 2014-15 年度の地区チーム研修セミナー      

■日 時／ 2015 年３月４日（水）  

■場  所／ ハイアットリージェンシー東京 

■ホスト／ ガバナーエレクト所属クラブ 

■出席対象者／地区役員その他 

 

 

 

 

 

 

● 目 的 クラブ会長エレクトが責務について学び、ガバナー補佐とともに目標設定にあたる。 

● 招集者 ガバナーエレクト 

● 企画者 地区研修委員会 

 

● 2014-15 年度のＰＥＴＳ      

■日 時／2015 年３月１８日（水）  

■場  所／ ハイアットリージェンシー東京 

■ホスト／ ガバナーエレクト所属クラブ 

■出席対象者／会長エレクト 戸塚誠一郎君 

 

 

● 目 的 ガバナーエレクト研修セミナーは、ガナバーエレクトが責務について学び、地区 

リーダーとなる準備を行う 

※8～12 月、ロータリー研究会に併せて行う地域研修会 
 

● 招集者 ＲＩ理事または直前理事 

 

 

 

 

 

 

● 目 的 ガバナーエレクトが、運営上の責務、モチベーションと意欲の与え方を学ぶ 
 

● 招集者 ＲＩ会長または会長エレクト 
 

● 企画者 モデレーター 
 

国際協議会はガバナーエレクトの出席が義務付けられている研修会合です。その年の 7月からガバ

ナーになるガバナーエレクトは、国際協議会に全期間出席しないと、その指名は承認されません。す

なわち、ガバナーになることはできないということです。  

 参加者は、国際ロータリー（ＲＩ）会長、会長エレクト、理事、会長ノミニー、理事エレクト、理

事ノミニー、事務総長、ガバナーエレクト、ＲＩＢＩ（グレート・ブリテンおよびアイルランド内国

際ロータリー）役員ノミニーおよびその他の指定された公式の参加者です。2月 15 日より前に開催さ

れます。 

 

国際協議会の目的 

 国際協議会の日程は原則 6日間。目的は、まず「ガバナー・エレクトに、ロータリー教育を行い、

運営上の任務を指導し、鼓舞奨励し、さらに、出席しているエレクトや他の人に、次年度のロータリ

ー・プログラムや活動の実施方法を討議・計画する機会を与えること」（ＲＩ細則 19.010.1『手続要

覧 2013 年』Ｐ194）にあります。 

 その協議会の議題には「成果溢れる奉仕プロジェクト、会員増強、ロータリー財団、ＲＩの管理運

営要件およびＲＩテーマ等の強調事項の発表が含まれる」こととなっています。 

 次年度の国際ロータリーのテーマは、ここで初めて、ＲＩ会長エレクトから示され、それについて

は国際協議会に出席しているガバナーエレクトだけではなく、多くのロータリアンが注目していま

す。 

 

時と場所と参加者、経費 

 協議会の開かれる具体的な時と場所は、ＲＩ理事会により決定されます。協議会の責任者は、国際

ロータリー（ＲＩ）会長エレクトです。世界中から集まるガバナーエレクトの数と居住地を考慮し、

便利がよく、経済的に運営できる場所で開くことになります。この開催地を選ぶにあたって、ＲＩ理

事会は、ロータリアンが国籍だけを理由として参加できないことのないよう、注意を払う必要があり

ます。 

 参加者は、ＲＩの中央役員として、会長、会長エレクトと理事、会長ノミニー、理事エレクトと理

事ノミニー、事務総長、ＲＩ各種委員会委員長です。そして、ガバナーエレクト、ＲＩＢＩ（グレー

ト・ブリテンおよびアイルランド内国際ロータリー）役員ノミニー、およびその他ＲＩ理事会の指定

した公式参加者（地域雑誌の編集長を含む）となります。さらに、これら出席者の配偶者が参加しま

す。国際協議会は、次年度 7月からガバナーになるガバナーエレクトにとっては、必ずこの協議会の

全期間出席しないとその指名が承認されないとされているほど、重要な会議です。このように、特別

の目的をもった会合なので、出席者は前記に限定されます。 

 

 

2014 年 8 月～12 月  

ガバナーエレクト研修セミナー 《GETS》 
 

2015 年 1 月 

国 際 協 議 会 
 

2015 年 3 月  

地区チーム研修セミナー 
 

2015 年 3 月  

会長エレクト研修セミナー 
 




